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第３回定例会第３回定例会
（9月７日～９月28日）

前年度を振り返れば･･･ 　
第
三
回
定
例
会
は
、
前
年
度
の
決

算
を
審
査
す
る
議
会
で
す
。
二
〇
〇

五
年
度
は
、
組
織
全
体
が
法

令
順
守
へ
の
認
識
と
態
度

を
問
わ
れ
た
一
年
で
し
た
。

　
特
に
税
務
事
務
に
お
い

て
は
、
花
沢
元
県
議
の
税
不

正
免
除
問
題
に
端
を
発
し

た
市
民
に
よ
る
全
国
初
の

直
接
請
求
が
実
り
、
個
別
外

部
監
査
が
行
わ
れ
、
新
た
に
、

滞
納
繰
越
額
の
過
少
公
表

と
い
う
千
葉
市
の
ず
さ
ん

な
徴
税
体
制
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　
過
去
に
わ
た
る
決
算
数

値
の
粉
飾
は
、
市
民
・
議
会

を
軽
視
し
、
欺
い
て
い
た
も

の
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
に

欠
け
る
市
の
対
応
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

一向に減らない千葉市の借金

　財政運営においては、市税収入が、前
年度に比べ4.2％増となり、一見財政状
況は改善しているように見えます。しかし、
基金からの繰り入れ114億円、市債575億
円を活用しても普通会計は底をつき、15
回もの一時借り入れで、資金ショートを
凌ぐという、実は厳しいものでした。
　借金残高も、１兆3076億円、市民一人
当たり144万４千円と増加しています。
外郭団体の経営健全化に向けての見直
しや、財政健全化プランも策定され、行
財政改革に向けての機運が高まり、市債

依存度や債務負担行為の制限目標値も
示されてはいますが、退職金の支払いも
多額なことから、残念ながら計画最終年
度の平成21年度までに市債残高を減ら
すことはできません。
　今後、金利の上昇による影響も大きく
なります。借金は未来永劫返却しなけれ
ばならず、未来の子どもたちに大きな負
の遺産を残します。これ以上借金を増幅
しないために、第２次５カ年計画事業の
早急な見直しも必要です。

ついに白紙撤回　小山町の産廃処分場計画
　
あ
す
み
が
丘
に
隣
接
す
る
小

山
町
の
産
廃
最
終
処
分
場
建
設

問
題
。
水
源
地
域
で
あ
る
こ
と
か

ら
大
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

約
二
年
前
に
こ
の
問
題
を
知
り
、

昨
年
三
月
に
は
議
会
の
一
般
質

問
で
取
り
上
げ
、「
飲
料
水
汚
染

に
よ
る
市
民
の
健
康
被
害
の
可

能
性
が
わ
ず
か
で
も
あ
り
、
安
定

型
処
分
場
の
安
全
性
も
揺
ら
ぎ
、

ま
た
、
水
利
権
者
や
地
元
住
民
の

同
意
も
得
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
、
周

辺
住
民
も
反
対
し
、
共
有
財
産
で

あ
る
赤
道
も
消
失
し
て
い
る
」
と

し
て
、
市
が
誠
意
を
も
っ
て
、
事

業
者
に
撤
退
を
前
提
と
し
た
指

導
を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
周
辺
住
民
も
立
ち
上

が
っ
て
学
習
会
を
開
催
し
た
り
、

み
ん
な
で
情
報
を
共
有
し
た
り
、

新
た
な
組
織
を
立
ち
上
げ
た
り
、

啓
発
的
な
看
板
を
設
置
し
た
り
と
、

活
発
な
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
土
地
の
周
辺
で
は
、

あ
す
み
が
丘
や
小
山
町
の
人
た
ち
、

近
隣
小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち

も
一
緒
に
な
っ
て
、
自
然
観
察
や

保
全
活
動
、
田
ん
ぼ
つ
く
り
に
取

り
組
み
、
周
辺
の
環
境
を
守
る
た

め
に
地
元
と
市
で
保
全
協
定
が

結
ば
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
、

今
年
の
九
月
に
は
板
倉
大
椎
土

地
改
良
区
が
公
売
に
出
さ
れ
た

現
地
を
、
僅
差
で
落
札
し
た
の
で

す
。
第
二
位
は
産
廃
業
者
で
し
た
。

　
今
後
は
、
く
ぼ
地
と
な
り
雑
草

が
生
い
茂
っ
て
い
る
現
地
を
、
ど

の
よ
う
に
修
復
し
て
い
く
か
が

課
題
で
す
。
今
議
会
で
は
、
貴
重

な
自
然
を
守
る
た
め
に
も
積
極

的
に
支
援
す
る
姿
勢
を
持
つ
べ

き
で
あ
る
と
し
て
、
市
の
見
解
を

質
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
市

長
自
ら
が
「
計
画
地
部
分
の
自
然

を
守
る
た
め
の
支
援
申
し
入
れ

が
あ
っ
た
場
合
、
庁
内
で
ど
の
よ

う
な
支
援
が
可
能
か
検
討
し
た
い
」

と
、
答
え
て
い
ま
す
。
地
元
で
は

連
携
の
大
き
な
環
が
で
き
て
い

ま
す
の
で
、
行
政
と
も
協
働
で
、

保
全
活
動
が
広
が
っ
て
い
く
と

い
い
で
す
ね
。

　
工
作
室
で
は
二
〇
人
ほ
ど

の
子
ど
も
た
ち
が
数
人
ず
つ

か
た
ま
っ
て
、
折
り
紙
や
け
ん

玉
を
し
て
い
ま
す
。
傍
ら
に
は

保
護
者
や
指
導
員
の
方
が
付

き
添
っ
て
い
ま
す
。

　
窓
の
外
で
は
竹
馬
に
乗
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
保
護
者
の
方
々
が
手

を
貸
し
て
い
ま
す
。
こ
の
竹
馬

は
、
有
吉
町
内
会
の
名
人
さ

ん
た
ち
の
手
作
り
で
す
。
運

動
場
で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
。

こ
ち
ら
も
何
人
か
の
保
護
者

の
方
々
が
見
守
っ
た
り
、
一
緒

に
試
合
を
し
た
り
と
、
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は

三
〇
人
ほ
ど
。

　
ざ
っ
と
見
て
ま
わ
っ
た
後
に

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
ど

こ
の
学
校
も
、
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い

て
、
課
題
は
人
集
め
。
指
導
員
、

補
助
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
安

全
管
理
員･･･

と
さ
ま
ざ
ま

な
役
割
が
あ
り
ま
す
が
、
要

は
子
ど
も
た
ち
と
共
に
時
間

を
過
ご
し
て
く
れ
る
大
人
が

い
る
か
ど
う
か
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
は
自
然

発
生
的
に
起
こ
っ
て
く
る
の
が

理
想
で
、
今
回
の
よ
う
な
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
な
広
め
方

で
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
現

場
に
負
荷
が
か
か
り
ま
す
。

　
最
終
的
な
目
標
は
、
子
ど

も
た
ち
が
自
由
に
遊
び
を
選

択
し
、
友
人
や
顔
見
知
り
の

大
人
と
の
ん
び
り
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
安
全
な

場
を
確
保
す
る
、
と
い
う
程

度
で
い
い
の
か
な
、
と
感
じ
ま

す
。

　
た
だ
、
子
ど
も
ル
ー
ム
に
通

っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
と
、
そ

う
で
な
い
子
ど
も
た
ち
と
の

日
常
が
、
制
度
に
よ
っ
て
分
断

さ
れ
な
い
よ
う
、
つ
ま
り
ル
ー

ム
の
子
ど
も
た
ち
も
、
わ
く
わ

く
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
で
き
る

よ
う
な
配
慮
は
当
然
必
要
で

す
。
そ
の
意
味
で
、
国
が
言
っ

て
い
る
文
部
科
学
省
と
厚
生

労
働
省
と
の
連
携
は
重
要
で

す
が
、
一
本
化
す
る
と
い
う

の
は
無
謀
で
す
。
双
方
の
制

度
充
実
に
向
け
て
努
力
し
て

い
る
千
葉
市
で
は
、
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
で
す
。

　
こ
の
十
月
か
ら
千
葉
市
内

の
小
学
校
で
一
斉
に
始
ま
っ

た
「
わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
パ
ス
」
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
の
居
場
所
つ

く
り
の
た
め
の
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
、
三
年
前
か
ら
モ
デ

ル
的
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

千
葉
市
で
も
平
成
十
六
年
度

に
各
区
で
一
校
（
緑
区
で
は
扇

田
小
）
、
十
七
年
度
は
十
三
校

に
増
や
し
て
（
緑
区
で
は
越
智

小
も
加
わ
る
）
モ
デ
ル
的
に
取

り
組
み
、
い
よ
い
よ
全
校
実
施

と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ど
こ
の
小
学
校
か

ら
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
戸
惑

い
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
そ
こ

で
、
教
育
委
員
会
と
扇
田
小
学

校
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
扇

田
小
の
わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
パ

ス
の
見
学
と
意
見
交
換
会
を

行
な
い
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
子
ど
も
キ
ャ
ン
パ
ス

★外房線や京成線の駅の半径１㎞（モノレー
ル駅ももちろんです）については、市街化調整
区域であっても開発可能にする、という開発許可に関す
る条例。とり合えずモノレール駅のみ適用にし、他の鉄
道駅は見合わせるべき、ということで反対しましたが、賛
成多数で、可決されました。現在は都市計画法という法
律にのっとって街づくりが進められています。その中でも
法は必ずしも住民の立場に立っておらず、極めて不十
分で、トラブルが絶えません。にもかかわらず、さらに規
制を緩和していくことに不安を覚えます。

★子どもルームの開設時間見直しの検討を始めます。

★外房有料道路の料金は、徴収期間を延ばし、その代わりに値下げし、誉田区間は
無料化を検討します。

★保健センターの跡施設利用について、高洲保健センターはいきいきプラザ、子
どもルーム、子育てリラックス館に。蘇我保健センターは、いきいきプラザ、子どもルーム、
リラックス館、就職相談センターに。鎌取保健センターは、プレハブなので地元意見を参
考に活用の可能性を検討するとのことです。

★おゆみ野の学園前駅の樹林地を「おゆみ野市民の森」として保存するために、園
路や外柵、ベンチ、東屋などを整備するための予算3000万円が補正で組まれました。


